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寝具寝装品業界の業務革新システム「Ｊ－ＲＦＩＤ－ＳＹＳＴＥＭ」の紹介 

 

１．「Ｊ－ＲＦＩＤ－ＳＹＳＴＥＭ」の開発目的と全体像 

①   寝具寝装品の国内市場は、「品質よりは低価格で購入するという市場」と「高機能・高品

質品を多少高くてもそれに見合ったリーズナブルな価格で購入するという市場」の２極

の領域が形成されている。このような大きな購買変化の進行は、従来の多くの国内事業

者にとっては、低価格の輸入を中心にした販売に対抗した利益性の低い商品販売力では

対抗出来ず、かといって利益率の高い高級品販売の分野では顧客層の囲い込みに限界が

あり、厳しい状況を強いられている。 

②   このような状況認識を基に一般社団法人 日本寝具寝装品協会（ＪＢＡ）は、「出来るだ

け低価格で需要を喚起するという市場」とは一線を画した“中高価格帯の消費者層”を

ターゲットにした「高機能・高品質品をリーズナブルな価格で提供するという市場」で

のビジネスモデルを確立して国内事業者の存立基盤を固めたいと考えている。 

③   その切り札となるのが「ＲＦＩＤを活用した顧客への情報発信と物流業務の効率化、業務

改革」である。ＲＦＩＤを活用したトレーサビリティ情報提供システムにより、羽毛ふ

とんの原料産地国や加工工場等のサプライチェーン情報を正しく提供することで、消費

者は価格に見合った品質を選択できるようになり、「高機能・高品質品をリーズナブル

な価格で提供するという市場形成」に役立つからである。またＲＦＩＤを活用した入荷

検品や在庫管理、出庫管理等の物流業務の改革は圧倒的な省力化と処理スピード、業務

の効率化をもたらす。この様な効果は売上げの拡大と経費の削減をもたらし、企業の利

益力を高め、ひいては「従業員の賃金引上げ、時間外労働の削減、働き方改革」につな

がっていくと考えられる。 

④   ＪＢＡはこのＲＦＩＤを活用した業務改革計画を「Ｊ－ＲＦＩＤ・ＳＹＳＴＥＭ構築プロ

グラム」と命名し、平成 30 年からの下記 3 カ年計画を策定した。 

年度 構築するＪ－ＲＦＩＤ・ＳＹＳＴＥＭの項目 

2018 年度事業 ＲＦＩＤを活用した物流業務の効率化 

① 入荷検品システム、在庫管理システム（棚卸を含む）、出

荷管理システム の構築 

② 寝具寝装品業界用ＲＦＩＤの発行・供給システムの構築 

2019 年度事業 ＲＦＩＤを活用した革新的業務処理インフラの構築（1） 

① トレーサビリティ情報登録システムの構築（Ｊ－ＴＡＳシ

ステムとの連動） 

② ＲＦＩＤを活用した返品処理システムの構築 

③ 店頭ＰＯＳシステムのＲＦＩＤ対応化 

2020 年度事業 ＲＦＩＤを活用した革新的業務処理インフラの構築（2） 

① ＲＦＩＤを活用したサプライチェーン間のムダ排除システ

ムの構築（マーチャンダイジングの効率化） 

② ＲＦＩＤを活用したふとんケア情報提供システムの構築 

③ ＲＦＩＤを活用した消費者への情報提供システムの構築 

④ 店頭における盗難防止システムの構築 
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２．2018 年度に開発した「Ｊ－ＲＦＩＤ－ＳＹＳＴＥＭ（2018）」 

   【開発したシステム】 

・ＲＦＩＤを活用した入荷検品システム 

・ＲＦＩＤを活用した中核卸企業向け在庫把握、棚卸システム 

・ＲＦＩＤを活用した出荷システム・出荷通知システム 

・寝具寝装品業界標準ＲＦＩＤ活用環境整備システム 

【開発したシステムの概要】 

システム名 システムの概要 

寝具寝装品業界標準

ＲＦＩＤ活用環境整

備システム 

① 寝具寝装品業界の中核卸各社がＲＦＩＤタグの発注に際してタ

グの仕様（業界標準仕様）を登録し、ＪＢＡ経由でタグメーカ

ーへ発注する仕組みを構築した。（Ｗｅｂ発注） 

② ＪＢＡサーバに、各社へ配布するＲＦＩＤタグＮｏ.と配布先企

業名を紐付けして登録し、後年別途開発運用するトレーサビリ

ティ情報、リフォーム情報等と連携させられるようにした。 

③ Ｗｅｂを介しての消費者からの問合せに対してＪＢＡサーバに

登録された情報を提供する。（トレーサビリティ情報、リフォ

ーム情報は 1～2 年後に開発） 

④ システム稼動後、消費者等からアクセスのあったＲＦＩＤタグ

Ｎｏ.の履歴を残し、事後の管理に役立てられるようにした。 

ＲＦＩＤを活用した

入荷検品システム 

① 生産加工工場から中核卸企業へのＲＦＩＤタグ用出荷明細通知

を行う仕組みを構築した。（含：ＲＦＩＤ未採用企業向け２次

元コードによるシステム化） 

② ＲＦＩＤの技術を活用して、中核卸企業が製品識別作業（品

名・数量・その他必要情報の識別）を迅速に行い、入荷検品を

行う仕組みを構築した。（含：ＲＦＩＤ未採用企業向け２次元

コードによるシステム化） 

③ 保管倉庫、販売店保管庫の在庫の更新を行う。 

ＲＦＩＤを活用した

中核卸企業向け在庫

把握、棚卸システム 

① 中核卸企業の保管倉庫、販売店保管庫等で行う在庫把握、棚卸

業務を、ＲＦＩＤ関連技術を活用して短時間で行うシステムを

構築した。（含：ＲＦＩＤ未採用企業向け２次元コードによる

システム化） 

② 保管倉庫、販売店保管庫における先入れ先出し管理が行える機

能を持たせた。 

ＲＦＩＤを活用した

出荷システム・出荷

通知システム 

① 中核卸企業が小売企業・販売店へ出荷する商品のピッキングリ

ストを作成。（先入れ先出し管理を反映させる） 

② 中核卸企業が小売企業・販売店へ出荷する商品の登録を行うよ

うにした。（ＲＦＩＤタグの読み込み） 

③ 中核卸企業から小売企業・販売店へのＲＦＩＤタグ用出荷明細

通知を行う仕組みを構築した。（含：ＲＦＩＤ未採用企業向け

２次元コードによるシステム化） 

④ 保管倉庫、販売店保管庫の在庫の更新を行えるようにした。 

Ｗｅｂによる消費者

対応システム 

(第 1 次システム) 

① 中核卸企業やふとん製造企業による消費者提供情報の登録を行

う仕組みを構築した。 

② 消費者からの問合せ等への対応を行うようにした。（ＪＢＡ業

界サーバ） 

③ 問合せ履歴管理機能（ＪＢＡ業界サーバ） 
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３．2019 年度に開発した「Ｊ－ＲＦＩＤ－ＳＹＳＴＥＭ（2019）」 

【開発したシステム】 

・トレーサビリティ情報登録システム 

   ・ＲＦＩＤを活用した返品処理システム 

    ・ＲＦＩＤによる販売時点等業務効率化システム 

  【開発したシステムの概要】 

システム名 開発したシステムの概要 

トレーサビリティ情

報登録システム 

ＪＢＡが現在日本羽毛製品協同組合と進めている「Ｊ－ＴＡＳ」(羽

毛製品のトレーサビリティ監査・認証制度：Japan Traceability 

Audit System Oractice Regulation)との連動性を図り、Ｗｅｂ経由

で中核卸企業や生産・加工企業がサーバ（ＪＢＡサーバ）にトレー

サビリティ関連情報（製品の原料やその産出国、生産加工工場名・

時期、他の情報）を記載・登録できるようにして、消費者や関連事

業者へその情報を提供できる仕組みを構築した。 

・ J-ＲＦＩＤ-ＳＹＳＴＥＭで管理する JAN 情報とＪ－ＴＡＳ受託

ラベル発注システムが管理するシリアル No.の紐づけ機能 

・ 原料・産地の情報は基本的にＪ－ＴＡＳ管理となるため、J-Ｒ

ＦＩＤ-ＳＹＳＴＥＭでは管理はしないが、シリアル No.に含ま

れる「産地国」の情報を保持する機能を持たせた 

・ 製造するＲＦＩＤタグは加工仕入先への納品に加え、Ｊ－ＴＡ

Ｓラベル製造会社への納品を可能にする機能 

・ J-ＲＦＩＤ-ＳＹＳＴＥＭの管理項目に「Ｊ－ＴＡＳシリアル

No.」を追加し、管理する機能 

・ 取り付けるＲＦＩＤタグは、洗濯に耐えることが可能なリネン

型を想定。 

ＲＦＩＤを活用した

返品処理システム 

百貨店等の取引先からの季節切り替え時に発生する返品商品の計上

作業においては、段ボールケースに不特定多数の商品が入れられて

物流倉庫に戻される。そのため全てのケース内商品の確認を行って

から、返品計上処理を行うことになり、多大な作業と時間を要して

いる。 

そのため商品にＲＦＩＤタグをつけて、可能な限り作業を自動化し

返品の計上処理を迅速、かつ正確に行えるようにして、計上は返品

日当日に完了することを目指せるようにした。 

・ 取引先に納品する商品全てにＲＦＩＤタグが取付られることが

前提 

・ 返品が多い取引先では値札取付を行っている場合が多いため物

流センターでの値札取付時に同時にＲＦＩＤを商品に取り付け

るものとする 

ＲＦＩＤによる販売

時点等業務効率化シ

ステム 

寝具寝装品の販売店頭で使用されているＰＯＳシステムでＲＦＩＤ

タグが取り付けられている商品を読み取ることが出来るようにし

て、従来のＰＯＳシステムで行っている売上計上・店頭在庫管理等

がＲＦＩＤタグ取付け製品でも可能になるようにした。 

・ 寝具寝装品業界の販売店の現有ＰＯＳで、取り付けられたＲＦ

ＩＤタグ情報の読み取りを可能にする機能 

・ 基本的にＪＡＮコードが付与されているので、その内容が読み
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取れるかの確認 

・ ＲＦＩＤタグの読取りは、ハンディリーダーを利用して確認 

・ ＰＯＳシステムに蓄積されている個人情報等は、J-ＲＦＩＤ-Ｓ

ＹＳＴＥＭとの連携は不要。（従って、ＲＦＩＤタグが読み取

れ、ＰＯＳに売上計上ができればよい。） 

 

 

４. 稼動システム環境 

  開発したシステムの稼動環境は以下のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲート制御パソコン 

クラウドサーバ 

パソコン 

ハンディリーダ 

無線 LAN 接続 

在庫情報 

WAN 

クラウドサーバ 

アプリケーション 

MANICA リテール 

ハンディクライアント 

アプリケーション 

システム 

メンテナンス 

アプリケーショ

ン 

MANICA リテール 

PC クライアント 

アプリケーション 

MANICA リテール 

ゲート 

アプリケーション 


